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平成２６年度 事業報告 

 

北海道・東北未来戦略会議 

 

 

Ⅰ．「第９回ほくとうトップセミナー」の開催 

北海道・東北地域の官民のリーダーが一堂に会し、地域が抱える諸課題について意見交換

を行うセミナーを開催した。今回のセミナーでは「北海道・東北地域の人口問題を考える」

をテーマに、日本学術会議会長（豊橋技術科学大学学長）の大西隆氏より講演を頂き、意見

交換を行った。 

 

１．開催要領 

 

◇ 日時：平成２６年１０月２８日（火） ９：００～１１：３０ 

◇ 場所：ＪＲタワーホテル日航札幌（札幌市） 

◇ 次第： 

・開会挨拶 

北海道・東北未来戦略会議 会長 

青森県知事      三村 申吾 

 

・講演 

演題：『人口減少時代における地域づくりの課題と展望』 

講師：日本学術会議 会長（豊橋技術科学大学学長） 大西  隆 氏 

 

・意見交換 

座長：北海道・東北未来戦略会議 会長 

青森県知事     三村 申吾 

 

・報告（最近の取組） 

官民連携に資する勉強会（人口問題等勉強会）の取組状況（事務局報告） 

 
▲トップセミナーの様子（大西隆氏からの講演） 
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Ⅱ．今後の官民連携に資する情報共有 

人口減少や少子高齢化など、北海道・東北地域を取り巻く現状や課題を把握するとともに、

有識者からの講演等で相互理解の醸成を図るべく、構成団体企画部局の実務担当者をメンバ

ーとする『官民連携に資する勉強会（人口問題等勉強会）』（座長：宮城県）を設置した。 

勉強会では、各構成団体の人口減少問題についての取組状況や国の「まち・ひと・しごと

創生本部」の動き等を見据えた取組状況等について、幅広い情報共有を行った。 

 

１．勉強会の開催概要 

 

（１）第１回 

◇ 日時：平成２６年７月２４日（木） １３：３０～１６：３０ 

◇ 場所：ＴＫＰ仙台カンファレンスセンター ４階カンファレンスルーム４Ａ（仙台市） 

◇ 議事： 

・人口減少問題に対する各道県等の取組状況について（情報共有） 

[ゲストスピーチ] 

  演題：「人口減少が地域経済に与える影響」 

       講師：(株)フィデア総合研究所 

理事 仙台支店長 研究主幹   熊本  均 氏 

 

（２）第２回 

◇ 日時：平成２６年９月１８日（木） １４：００～１７：００ 

◇ 場所：(一社)東北経済連合会 10階会議室（仙台市） 

◇ 議事： 

・人口減少問題に対する最新の取組状況について（情報共有） 

・共同での取組に関する提案説明（宮城県からの提案説明） 

[ゲストスピーチ] 

  演題：「ほくとう里山ファンド事業(案)の実現に向けて、 

仕組みと参考事例について」 

       講師：ミュージックセキュリティーズ(株) 

代表取締役     小松 真実 氏 

 

 
▲勉強会（第2回）の様子 
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Ⅲ．海外との経済交流拡大に向けた広域連携方策の推進 

香港をはじめとする海外との経済交流拡大に向けた広域連携方策を具体的に推進するため、

香港協力ショップと連携し、地域産品の販売促進を図るべく、商品情報等の提供を行った。 

 

１．香港協力ショップ事業の推進 

 

北海道・東北地域の認知度向上や地域産品の販売促進に向けて、香港協力ショップの 

利活用を図った。 

 なお、現在は、ショップ店頭での販売に加えて、インターネット（自社サイト並びに 

Yahoo!香港での専用ページ）による注文販売も実施している。 

 

（１）「香港協力ショップ」概要 

 ・オープン日：平成24年 4月 18日 

 ・面積数：約40㎡（香港の旅行会社「ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾂｱｰｽﾞ」社・ﾁﾑｻﾁｮｲ支店に隣接） 

 

【香港協力ショップの様子】 

 

 

【Webによる販売】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲Yahoo! Supermart での販売画面 

（http://hk.promotions.yahoo.net/supermart/） 

▲Japan Super（自社サイト） 画面 

（http://japansuper.hk/） 

▲店舗内の様子（各道県毎に商品棚を設置） 
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２．海外における現地市場調査について 

 

今年度は、主に香港を中心とした海外における地域産品の販路開拓を図るべく、海外 

現地のニーズ等に関する市場調査を実施する予定であった。 

しかしながら、今年度は急速な円安に伴う日本現地での購買力拡大やビザ発給緩和に 

伴う香港・中国等からの訪日客増大等により、香港市場における日本産品に対するニー 

ズはここ一年で急速に拡大（大衆化）、変化しており、過去の文献調査等では、現在の香 

港市場の正確なニーズ把握が困難となった。 

加えて、今年度より香港協力ショップでは、インターネットによる注文販売（前記 

Yahoo！香港への出店）を拡大しており、そこから得られる情報により、最新の売れ筋情 

報等を既に把握しており、本件調査を実施する意義自体を見直さざるを得なくなった。 

以上より、今年度は、本件調査の実施は見送ることとした。 

 

 

Ⅳ．今後の官民連携による広域的な国際戦略の深化 

平成25年度に検討を行った「官民による広域連携プロジェクト研究会」での検討成果・提

案等を踏まえながら、今後の官民による広域的な国際戦略のあり方などについて、関係機関

と事務局団体が連携し、深化を図った。 

 

１．官民連携による東北地域の広域的な国際戦略の検討への参画 

 

（１）東北地域農林水産物等輸出促進協議会（東北農政局） 

今年度は、同協議会の連絡組織「輸出促進連絡会議」を3回（7月 7日、10月 8日、 

1月 9日）開催し、関係各機関における輸出促進に向けた取組等について意見交換を 

行った。 

 また、10月 31日からは、東北農政局が「輸出相談窓口」を開設し、農林水産物・ 

食品の輸出に取り組んでいる事業者及びこれから輸出に取り組むことを考えている事業 

者からの問い合わせ等に対して、専門知識を有する関係団体と連携して情報提供を行っ 

ている。 

 

（２）東北地域貿易促進協議会（東北経済産業局） 

今年度は、2月 17日に関係各機関における輸出促進に向けた取組等について意見交換 

を行った。 

 具体的には、平成26年 6月に策定された「日本再興戦略」のもと、「今後5年間で 

新たに1万社の海外展開実現」を目標に、海外展開に関係する分野について、関係各機 

関における取組状況について、情報交換等を行った。 

 

（３）東北国際物流戦略チーム（東北地方整備局） 

東北地方における農水産品・加工品等の輸出拡大に向けた取組の一環として、事務局 

団体及び東北地方整備局、東北運輸局で組織する「東北国際物流戦略チーム」では、「東 

北の産品は東北から輸出する」を実現するため、民間事業者等が貿易をしやすい環境づ 

くりや継続的なフォローアップ体制のあり方などについて検討を進めた。 

具体的には、本チームメンバーのほかに、政府行政機関や地方自治体、港湾・空港関 

係者等をメンバーとして、東北地域内で輸出事業に取り組む地域や生産から販売に至る 

関係事業者を継続的に支援できる体制・組織を構築すべく検討している。 
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Ⅴ．総会、幹事会の開催 

 

１．総会 

 

◇ 日時：平成２６年５月２９日（木） １３：３０～１４：００ 

◇ 場所：(一社)東北経済連合会 10階会議室（仙台市） 

◇ 議事： 

・議案第１号 平成２５年度事業報告及び歳入歳出決算について 

・議案第２号 平成２６年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について 

・議案第３号 任期満了に伴う役員選任について 

 

２．幹事会 

 

（１）第１回 

◇ 日時：平成２６年４月２３日（水） １３：３０～１５：００ 

◇ 場所：(一社)東北経済連合会 10階会議室（仙台市） 

◇ 議事： 

  （協議事項） 

・平成２５年度事業報告（案）及び歳入歳出決算（案）について 

・平成２６年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について 

・任期満了に伴う役員選任について 

 

（２）第２回 

◇ 日時：平成２６年７月２８日（月） １３：３０～１５：００ 

◇ 場所：(一社)東北経済連合会 10階会議室（仙台市） 

◇ 議事： 

  （報告事項） 

・「官民連携に資する勉強会（人口問題等勉強会）」について 

  （協議事項） 

・「ほくとうトップセミナー」の進め方について 

 

（３）第３回 

◇ 日時：平成２６年９月２４日（水） １３：２５～１５：３０ 

◇ 場所：セントレ東北 8階会議室（仙台市） 

◇ 議事： 

  （報告事項） 

・「官民連携に資する勉強会（人口問題等勉強会）」について 

  （協議事項） 

・「第９回ほくとうトップセミナー」の進め方について 
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（４）第４回 

◇ 日時：平成２７年３月２４日（火） １３：２５～１４：５５ 

◇ 場所：セントレ東北 8階会議室（仙台市） 

◇ 議事： 

  （協議事項） 

・平成２６年度事業報告（案）及び歳入歳出決算（案）について 

・平成２７年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について 

 

以 上 


